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２
０
２
２
年
度 

第
１
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

国
語
採
点
基
準 

 

１ 

文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ
項
の
減
点
要
素
の
合

計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ 

ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に
そ
の
加
点
要
素
に
相

当
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
５
点
配

点
さ
れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を

認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、
他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、
他
の
要
素
と
の
関
係
で
決
ま
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の
旨
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場

合
は
、
他
の
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

 

Ｂ 

ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を
減
点
要
素
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

 

Ｃ 次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

※
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
適
切
な
文
末
処

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。

ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
見
ま
す
。 

※
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と

見
ま
す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
と
見
ま
す
。 

ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

 ４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理
あ
る
い
は
答
案
の
完

結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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二
○
二
二
年 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

Ⅰ
  

（
５０
点
） 

問
一 
解
答
通
り 

各
２
点 

 

ａ
＝
華
美 
ｂ
＝
貢
献 

ｃ
＝
糧 

ｄ
＝
発
露 

ｅ
＝
操 

 

 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                                                       

Ｂ 

生
命
の
維
持
は
万
人
の
共
有
す
る
根
源
的
価
値
だ
が
、
そ
の
実
現
が
容
易
に
な
っ
た
人
間
は
、
生
命
の
維
持
に
直
接
に
必
要
の 

     

Ｃ                                          

Ｄ 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

な
い 

豊
か
な
生
活
、
生
の
充
実
や
幸
福
、
社
会
的
活
動
な
ど 

多
様
な
個
人
的
価
値
を
社
会
的
関
係
の
中
に
見
出
す
よ
う
に
な 

 

る
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
生
命
の
維
持
は
万
人
の
共
有
す
る
根
源
的
価
値
だ
が
、
そ
の
実
現
が
容
易
に
な
っ
た
人
間
は
」
：
３
点 

 
 

・
「
根
源
的
価
値
と
し
て
の
生
命
の
維
持
が
容
易
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
内
容
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の 

 

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
根
源
的
価
値
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
生
命
の
維
持
に
直
接
に
必
要
の
な
い
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
傍
線
部
Ａ
の
説
明
が
正
し
く
な
さ
れ
、
「
生
命
の
維
持
」
を
指
示
語
「
そ
れ
」
で
う
け
て
い
て
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
豊
か
な
生
活
、
生
の
充
実
や
幸
福
、
社
会
的
活
動
な
ど
」
：
３
点 

 
 

＊ 

本
文
第
三
段
落
の
始
め
の
三
行
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
採
点
に
あ
た
っ
て
下
さ
い
。 

 
 

・
「
豊
か
な
生
活
」
と
「
性
の
充
実
や
幸
福
」
は
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説 

 

明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
多
様
な
個
人
的
価
値
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■

要
素
Ｅ
「
社
会
的
関
係
の
中
に
見
出
す
よ
う
に
な
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ 
「
…
か
ら
・
の
で
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
と
し
て
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る 

 
 
 

場
合
は
１
点
減
点
。 

    

問
三 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ 
 
 
 

Ｂ 

自
己
蔑
視
や
他
者
へ
の
過
剰
な
攻
撃
性
と
し
て
発
現
す
る
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
二
十
五
字 

十
二
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
自
己
蔑
視
」
：
２
点 

 
 

＊ 

本
文
の
「
自
己
蔑
視
に
な
り
、
最
悪
は
自
死
を
招
く
」
の
箇
所
を
う
け
て
い
る
。 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
自
死
」
だ
け
を
示
し
た
よ
う
な
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
他
者
へ
の
過
剰
な
攻
撃
性
」
：
２
点 

 
 

＊ 

本
文
の
「
他
者
を
過
剰
に
裁
く
攻
撃
性
」
の
箇
所
を
う
け
て
い
る
。 

 
 

・
「
過
剰
な
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ 

「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
四 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

具
体
的
な
物
品
に
置
き
換
え
ら
れ
た
単
語
は
、
実
在
の
物
体
を
指
し
示
す
の
で
は
な
く
、
細
部
や
色
な
ど
が
異
な
る 

各
人
に 

 

固
有
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
七
十
字 

三
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
具
体
的
な
物
品
に
置
き
換
え
ら
れ
た
単
語
は
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
実
在
の
物
体
を
指
し
示
す
の
で
は
な
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
細
部
や
色
な
ど
が
異
な
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
各
人
に
固
有
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 

「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
五 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１６
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
生
成
す
る 

概
念
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
生
き
て
い
る
人
間
は
、
そ
れ
に
よ 

                                                            

Ｄ 

っ
て
規
定
さ
れ
る
自
分
と
他
者
と
の
関
係
、
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
役
割
を 

意
識
と
無
意
識
の
内
で
感
受
し
て
お
り
、
そ
の 

      

Ｅ                                                

Ｆ 

よ
う
な
社
会
的
な
関
係
性
を
前
提
と
し
て
許
容
さ
れ
う
る
範
囲
内
で
の 

自
己
の
適
切
な
言
動
の
選
択
を
強
い
ら
れ
続
け
て
い 

 

る
と
い
う
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
五
十
字 

七
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
生
成
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
概
念
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
生
き
て
い
る
人
間
は
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
概
念
的
」
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
自
分
と
他
者
と
の
関
係
、
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
役
割
を
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
自
分
と
他
者
と
の
関
係
」
「
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
役
割
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
意
識
と
無
意
識
の
内
で
感
受
し
て
お
り
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
意
識
と
無
意
識
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
社
会
的
関
係
性
を
前
提
と
し
て
許
容
さ
れ
う
る
範
囲
内
で
の
」
：
３
点 

 
 

・
「
社
会
の
中
で
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
」
と
い
う
意
味
内
容
が
文
脈
か
ら
何
と
か
読
み
取
れ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説 

 

明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
」 

 ■

要
素
Ｆ
「
自
己
の
適
切
な
言
動
の
選
択
を
強
い
ら
れ
続
け
て
い
る
」
：
３
点 

 
 

・
「
自
己
の
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
強
い
ら
れ
る
」
に
相
当
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
広
く
許
容
し
て
よ
い
。 



5 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■
要
素
Ｇ 

「
…
（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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Ⅱ
 

（
５０
点
） 

問
一 
解
答
通
り 

各
２
点 

 

ａ
＝
放
棄 

ｂ
＝
精
緻 

ｃ
＝
所
業
（
所
行
） 

ｄ
＝
神
道 

ｅ
＝
喝
破 

 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１３
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                                         

Ｂ 

経
験
さ
れ
る
神
の
圧
倒
的
な
存
在
性
は
神
の
概
念
に
組
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
経
験
を
超
越
し
た
神
の
存
在
理
由
で
あ
る 

             

Ｃ                                                                

Ｄ 

と
考
え
る
と
、
神
の
概
念
は
経
験
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
人
間
の
語
る
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
り
、
結
局
は
神
よ
り
人
間
の
方
が
根 

 

本
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
批
判
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
十
字 

五
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
経
験
さ
れ
る
神
の
圧
倒
的
な
存
在
性
は
神
の
概
念
に
組
み
こ
ま
れ
て
お
り
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
経
験
さ
れ
る
」
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
そ
れ
が
経
験
を
超
越
し
た
神
の
存
在
理
由
で
あ
る
」
：
３
点 

 
 

・
「
経
験
を
超
越
し
た
」
を
欠
い
て
も
、
Ａ
が
神
の
存
在
理
由
で
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
て
い
れ
ば
可
。 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
神
の
概
念
は
経
験
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
人
間
の
語
る
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
り
」
：
４
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
経
験
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
３
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
神
よ
り
人
間
の
方
が
根
本
的
な
も
の
に
な
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 

「
…
（
と
い
う
）
批
判
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
「
批
判
」
を
説
明
す
る
答
案
と
し
て
不
適
切
な
形
で
あ
る 

 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
三 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１３
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

人
間
が
生
き
る
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で 

何
ら
か
の
存
在
の
実
感
と
共
に
到
来
し
、
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間 

                                   

Ｄ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

に
は
手
も
届
か
ず
意
の
ま
ま
に
も
で
き
ず
、
そ
れ
と
現
実
と
の
差
異
を
受
け
容
れ
る
謙
虚
さ
、
ま
た
自
身
を
省
み
て
行
い
を
正 

 

す
責
任
感
を
人
間
に
持
た
せ
る
も
の
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
十
字 

五
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
人
間
が
生
き
る
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
何
ら
か
の
存
在
の
実
感
と
共
に
到
来
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間
に
は
手
も
届
か
ず
意
の
ま
ま
に
で
き
ず
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
手
も
届
か
ず
」
と
「
意
の
ま
ま
に
で
き
ず
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
そ
れ
と
現
実
と
の
差
異
を
受
け
容
れ
る
謙
虚
さ
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
そ
れ
と
現
実
と
の
差
異
を
受
け
容
れ
る
」
は
「
自
分
の
現
実
を
全
て
だ
と
思
わ
な
い
」
で
も
可
。 

 
 

・
「
謙
虚
さ
」
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
２
点
あ
た
え
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
ま
た
自
身
を
省
み
て
行
い
を
正
す
責
任
感
を
人
間
に
持
た
せ
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
自
身
を
省
み
て
（
行
い
を
正
す
）
」
と
「
責
任
感
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ 

「
…
も
の
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
但
し
「
経
験
と
し
て
の
神
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
答
案
と
し
て
適
切
な 

 
 
 

形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
な
ら
許
容
し
て
よ
い
。
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
四 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                                           

Ｂ                             

Ｃ 

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
者
の
基
礎
的
、
根
本
的
秩
序
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の
認
識
器
官
・
感
官
が
展
開
す
る 

生
の 

                                     

Ｄ                            

Ｅ                    

Ｆ 

維
持
と
発
達
に
と
っ
て
有
益
な
道
具
だ
と
い
う
経
験
の
自
明
性
を
証
明
す
る
だ
け
で
、
現
実
の
固
定
化
に
便
利
な 

真
理
性
の 

 

な
い
虚
構
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
十
字 

五
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
者
の
基
礎
的
、
根
本
的
秩
序
で
あ
る
と
し
て
も
」
：
３
点 

 
 

・
「
基
礎
的
」
「
根
本
的
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
存
在
者
」
は
「
存
在
」
で
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
人
間
の
認
識
器
官
・
感
官
が
展
開
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
生
の
維
持
と
発
達
に
と
っ
て
有
益
な
道
具
だ
」
：
３
点 

 
 

・
「
生
」
は
「
生
命
」
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
維
持
」
「
発
達
」
に
相
当
す
る
説
明
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
経
験
の
自
明
性
を
証
明
す
る
だ
け
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
現
実
の
固
定
化
に
便
利
な
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
真
理
性
の
な
い
虚
構
に
過
ぎ
な
い
」
：
２
点 

 
 

・
「
虚
構
」
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｇ 

「
…
か
ら
・
の
で
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
の
答
案
と
し
て
不
適
切
な
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る 

 
 
 

場
合
は
１
点
減
点
。 



★
２
０
２
２
年
度 

第
１
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 
 

Ⅲ
（
古
文
『
讃
岐
典
侍
日
記
』）
採
点
基
準 

 

 
 

※ 
５
０
点
満
点 

   

問
一
（
ａ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

配
点 

２
点 

 

採
点
方
法 
各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
寝
な
ん 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
寝
て
し
ま
お
う 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

寝
て
し
ま
お
う 

 

※
「
寝
て
し
ま
い
た
い
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
な
」
の
完
了
の
意
（
〜
し
て
し
ま
う
）
が
な
い
「
寝
よ
う
・
寝
た
い
」
は
【
１
点
】。 

 

※
「
寝
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」
の
よ
う
に
、
丁
寧
の
意
（
〜
ま
す
・
〜
で
す
）
が
入
っ
て
い
て
も
よ
い
。 

    
 



問
一
（
ｂ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

２
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
わ
び
し
か
ら
め 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
つ
ら
い
だ
ろ
う 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

つ
ら
い
だ
ろ
う 

 

※
「
つ
ら
い
思
い
を
す
る
だ
ろ
う
・
悲
し
い
だ
ろ
う
・
悲
し
む
だ
ろ
う
・
気
を
悪
く
す
る
だ
ろ
う
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
め
」
の
推
量
の
意
（
〜
だ
ろ
う
）
が
な
い
「
つ
ら
い
・
悲
し
い
」
は
【
１
点
】。 

 

※
「
つ
ら
い
で
し
ょ
う
」
の
よ
う
に
、
丁
寧
の
意
（
〜
ま
す
・
〜
で
す
）
が
入
っ
て
い
て
も
よ
い
。 

        
 



問
一
（
ｃ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

２
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
こ
ち
た
げ
に 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
大
げ
さ
に 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

大
げ
さ
に 

 

※
「
仰
々
し
く
・
こ
と
ご
と
し
く
・
大
事
の
よ
う
に
・
過
度
に
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
う
る
さ
く
・
わ
ず
ら
わ
し
く
」
等
は
【
１
点
】。 

           
 



問
一
（
ｄ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

２
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
参
ら
せ
ん 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
差
し
上
げ
よ
う 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
２
点
】 

大
げ
さ
に 

 

※
謙
譲
の
意
が
な
い
「
や
ろ
う
・
渡
そ
う
」
は
【
１
点
】。 

 

※
「
ん
」
の
意
志
の
意
（
〜
し
よ
う
）
が
な
い
「
差
し
上
げ
る
・
差
し
上
げ
ま
す
」
等
は
【
１
点
】。 

 

※
「
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」
の
よ
う
に
、
丁
寧
の
意
（
〜
ま
す
・
〜
で
す
）
が
入
っ
て
い
て
も
よ
い
。 

        
 



問
二
（
１
） 

傍
線
部
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
一
〇
〇
字
以
内
で
説

明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 
８
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
（
Ａ
と
Ｃ
は
条
件
あ
り
） 

 

字
数 

１
０
０
字
。 

  

［
傍
線
部
］ 
Ａ 
候
ひ
し
折
、
更
け
し
さ
ま
は
、
所
せ
か
り
し
心
地
せ
し
も
の
を
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
ま
し
て
、
出
で
喜
び
す
と
て
、
わ
び
さ
せ
ん
と
思
し
召
し
た
り
し
折
は
、
あ
や
に
く
が
り
て
、
と
み

に
も
御
手
も
触
れ
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
し
も
の
を
。 

  

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
堀
河
帝
に
仕
え
て
い
た
頃
、
夜
が
更
け
る
と
、
Ｂ
１
作
者
は
気
づ
ま
り
な
気
持
ち
が
し
て
退
出
し

た
く
な
り
、
Ｃ
１
作
者
が
退
出
す
る
の
を
喜
ん
で
い
る
と
思
っ
た
（
Ｄ
・
Ｅ
）
堀
河
帝
か
ら
、
Ｄ
２
わ
ざ
と
政
務
を
遅
ら
せ

て
Ｅ
２
退
出
を
邪
魔
さ
れ
、
困
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。（
九
九
字
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
堀
河
帝
に
仕
え
て
い
た
頃
、
夜
が
更
け
る
と
、 

 

※
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
堀
河
帝
に
仕
え
て
い
た
頃
」
は
「
堀
河
帝
存
命
の
時
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
夜
が
更
け
る
と
」
は
「
夜
に
な
る
と
・
夜
遅
く
な
る
と
・
深
夜
」
も
可
。
こ
れ
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
作
者
は
気
づ
ま
り
な
気
持
ち
が
し
て
退
出
し
た
く
な
り
、 

 

※
「
作
者
は
・
讃
岐
典
侍
は
」
等
の
主
体
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
気
づ
ま
り
な
気
持
ち
が
し
て
」
は
「
窮
屈
に
感
じ
て
・
や
っ
か
い
に
思
わ
れ
て
・
め
ん
ど
う
に
な
っ
て
」
等
、
ま
た
は

「（
帝
に
仕
え
る
こ
と
が
）
遠
慮
さ
れ
て
・
は
ば
か
ら
れ
て
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
て
も
、「
退
出
し
た
く
な
り
・
宮
中
か
ら
出
た
く
な
り
・
帰
り
た
く
な
り
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
可
。 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
作
者
が
退
出
す
る
の
を
喜
ん
で
い
る
と
思
っ
た 

 

※
Ｄ
も
Ｅ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「『
作
者
（
讃
岐
典
侍
）
は
退
出
し
た
が
っ
て
い
る
・
作
者
は
退
出
を
喜
ん
で
い
る
』
と
帝
（
堀
河
帝
）」
が
思
っ
て
い

る
」
こ
と
が
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

右
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
「
作
者
を
退
出
さ
せ
て
喜
ば
せ
る
の
は
面
白
く
な
い
と
考
え
た
帝
は
」
の
よ
う
な
表
現
で
も

よ
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
２
点
】
堀
河
帝
か
ら
、
わ
ざ
と
政
務
を
遅
ら
せ
て 

 

※
「
帝
（
堀
河
帝
）
が
政
務
（
仕
事
）
を
遅
ら
せ
た
」
の
意
が
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
主
体
で
あ
る
「
帝
（
堀
河
帝
）」
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｅ
【
２
点
】
堀
河
帝
か
ら
、 

〜 

退
出
を
邪
魔
さ
れ
、
困
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

※
「
帝
（
堀
河
帝
）
が
退
出
を
邪
魔
（
阻
止
）
し
た
・
帝
が
退
出
さ
せ
ま
い
と
し
た
・
帝
が
退
出
を
嫌
が
っ
た
・
帝
が
困
ら

せ
た
・
帝
が
意
地
悪
を
し
た
」
等
の
意
が
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
主
体
で
あ
る
「
帝
（
堀
河
帝
）」
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は×

。 

 
 



問
二
（
２
） 

傍
線
部
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
は
い
ず
れ
も
文
末
が
「
も
の
を
」
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
心
情

が
表
れ
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 
６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
（
条
件
あ
り
） 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 
Ａ 
候
ひ
し
折
、
更
け
し
さ
ま
は
、
所
せ
か
り
し
心
地
せ
し
も
の
を
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
ま
し
て
、
出
で
喜
び
す
と
て
、
わ
び
さ
せ
ん
と
思
し
召
し
た
り
し
折
は
、
あ
や
に
く
が
り
て
、
と
み

に
も
御
手
も
触
れ
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
し
も
の
を
。 

  

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
堀
河
帝
に
親
し
く
仕
え
た
日
々
が
Ｂ
２
二
度
と
戻
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
と
Ｃ
２
悲
し
く
、

懐
か
し
く
思
わ
れ
る
心
情
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
堀
河
帝
に
親
し
く
仕
え
た
日
々
が 

 

※
Ｂ
も
Ｃ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
堀
河
帝
に
仕
え
た
日
々
が
・
堀
河
帝
の
御
代
が
・
堀
河
帝
（
帝
）
と
の
こ
と
が
」
等
、
自
分
（
作
者
）
が
「
堀
河
帝
」

に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

※
た
だ
し
、
右
の
意
が
な
く
、
Ｂ
の
内
容
だ
け
を
受
け
て
「
堀
河
帝
に
困
ら
さ
れ
た
こ
と
が
・
堀
河
帝
に
意
地
悪
さ
れ
た

こ
と
が
・
堀
河
帝
に
退
出
を
邪
魔
さ
れ
た
こ
と
が
」
等
、
ま
た
は
、「
堀
河
帝
の
思
い
に
添
え
得
ず
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は

【
１
点
】。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
二
度
と
戻
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
と
悲
し
く
、 

 

※
Ａ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
戻
ら
な
い
・
二
度
と
で
き
な
い
・
も
う
あ
り
え
な
い
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
悲
し
く
・
つ
ら
い
・
残
念
だ
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

た
だ
し
、
Ａ
が
「
堀
河
帝
の
思
い
に
添
え
得
ず
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
「
後
悔
す
る
・
残
念
だ
」
で
【
１
点
】
と
す
る
。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
心
情
。 

 

※
Ａ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
懐
か
し
い
・
慕
わ
し
い
・
恋
し
い
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
「
思
い
出
す
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】。 

   
 



問
三
（
ア
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
い
か
で
心
得
さ
せ
た
ま
ひ
た
り
し
に
か
、
Ｂ
２
ま
か
づ
る
こ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
か
ば
、
Ｃ
２
「
さ

に
候
ふ
」
と
申
し
た
り
し 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
堀
河
帝
は
ど
う
し
て
お
わ
か
り
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
Ｂ
２
私
が
退
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
Ｃ
２
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
私
は
申
し
上
げ
た
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
２
点
】
い
か
で
心
得
さ
せ
た
ま
ひ
た
り
し
に
か
、 

→
 

堀
河
帝
は
ど
う
し
て
お
わ
か
り
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、 

 

※
「
堀
河
帝
は
」
等
の
主
体
の
補
い
や
、「
私
の
考
え
を
」
等
の
目
的
語
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
ど
う
し
て
わ
か
っ
た
の
（
だ
ろ
う
）
か
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 
 

「
ど
う
し
て
」
は
「
な
ぜ
・
ど
う
や
っ
て
」
で
も
よ
い
。 

 
  

「
わ
か
る
」
は
「
気
づ
く
・
理
解
す
る
・
知
る
・
心
得
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
あ
り
、
尊
敬
の
意
（
お
〜
に
な
る
・
〜
な
さ
る
・
〜
い
ら
っ
し
ゃ
る
）
も
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
ま
か
づ
る
こ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
か
ば 

→
 

私
が
退
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、 

 

※
「
私
が
・
私
の
」
等
の
主
体
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
退
出
す
る
こ
と
を
・
退
出
に
つ
い
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

※
「
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 
 

尊
敬
の
意
が
な
い
「
言
っ
た
の
で
」、
過
去
の
意
が
な
い
「
お
っ
し
ゃ
る
の
で
」、「
の
で
・
か
ら
」
の
意
が
な
い
「
お
っ

し
ゃ
っ
た
」
は×

。 
 

要
素
Ｃ
【
２
点
】「
さ
に
候
ふ
」
と
申
し
た
り
し 

→
 

「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
私
は
申
し
上
げ
た
。 

 

※
「
私
は
」
等
の
主
体
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。「
そ
う
」
の
内
容
を
補
っ
た
「
退
出
し
ま
す
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

丁
寧
の
意
が
な
い
「
そ
う
だ
・
そ
う
で
あ
る
・
退
出
す
る
」
等
は×

。 

 

※
「
申
し
上
げ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

謙
譲
の
意
が
な
い
「
言
っ
た
」、
尊
敬
の
意
に
な
っ
て
い
る
「
お
っ
し
ゃ
っ
た
」
等
は×

。 

  
 



問
三
（
イ
） 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
に
く
げ
に
思
ひ
た
る
さ
ま
こ
そ
Ｂ
１
し
る
け
れ
。
Ｃ
１
い
か
が
せ
ん
。
Ｄ
１
苦
し
け
れ
ば
、
Ｅ
１
う

ち
ふ
し
て
や
す
む
ぞ
か
し
と
、
Ｆ
１
し
ば
し
念
ぜ
よ
か
し
。 

  

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
１
私
の
こ
と
を
憎
ら
し
く
思
っ
て
い
る
様
子
が
Ｂ
１
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
Ｄ
１
ど
う
し
よ
う
。
Ｃ

１
苦
し
い
の
で
、
Ｅ
１
ち
ょ
っ
と
横
に
な
っ
て
休
む
の
だ
よ
と
、
Ｆ
１
し
ば
ら
く
辛
抱
し
て
く
れ
よ
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
に
く
げ
に
思
ひ
た
る
さ
ま
こ
そ 

→
 

私
の
こ
と
を
憎
ら
し
く
思
っ
て
い
る
様
子
が 

 

※
「
私
の
こ
と
を
」
等
の
目
的
語
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
憎
ら
し
く
」
は
、
不
快
感
を
言
っ
て
い
れ
ば
「
憎
ら
し
げ
に
・
憎
し
げ
に
・
気
に
入
ら
な
く
・
不
快
に
・
不
愉
快
に
・

お
も
し
ろ
く
な
く
」
等
で
も
よ
い
。「
つ
ら
く
・
悲
し
く
」
等
は×

。 

 

※
「
た
る
」
の
存
続
（
〜
て
い
る
）・
完
了
（
〜
た
）
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
様
子
」
は
「
様
・
有
様
・
の
・
こ
と
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
し
る
け
れ
。 

→
 

は
っ
き
り
と
見
え
る
。 

 

※
「
明
ら
か
だ
・
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
い
か
が
せ
ん
。 

→
 

ど
う
し
よ
う
。 

 

※
「
ど
う
し
よ
う
か
」、
ま
た
は
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
・
し
か
た
な
い
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
苦
し
け
れ
ば
、 

→
 

苦
し
い
の
で
、 

 

※
「
苦
し
い
」
は
、
横
に
な
る
理
由
と
な
っ
て
い
れ
ば
、「
つ
ら
い
・
疲
れ
た
・
だ
る
い
・
体
調
が
悪
い
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
の
で
」
は
「
か
ら
・
た
め
に
」
等
で
も
よ
い
。 

  

要
素
Ｅ
【
１
点
】
う
ち
ふ
し
て
や
す
む
ぞ
か
し
と
、 

→
 

ち
ょ
っ
と
横
に
な
っ
て
休
む
の
だ
よ
と
、 

 

※
「
横
に
な
っ
て
休
む
の
だ
と
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

「
横
に
な
っ
て
」
は
「
寝
転
が
っ
て
・
転
が
っ
て
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
に
相
当
す
る
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
ち
ょ
っ
と
」
と
「
よ
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
休
む
・
休
も
う
・
休
み
ま
し
ょ
う
・
休
め
・
休
み
な
さ
い
」
な
ど
「
休
む
」
の
後
が
断
定
（
〜
だ
・
〜
で
あ
る
）
に
な

っ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｆ
【
１
点
】
し
ば
し
念
ぜ
よ
か
し
。 

→
 

し
ば
ら
く
辛
抱
し
て
く
れ
よ
。 

 

※
「
し
ば
ら
く
」
は
「
し
ば
ら
く
の
間
・
し
ば
し
」
も
可
。
こ
れ
に
相
当
す
る
意
が
な
い
場
合
は×

。「
少
し
」
は×

。 

 

※
「
辛
抱
し
て
く
れ
」
は
「
我
慢
せ
よ
・
耐
え
る
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
に
相
当
す
る
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 
 

「
辛
抱
す
る
」
の
よ
う
に
、
命
令
（
相
手
に
た
の
む
）
の
言
い
方
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。「
祈
れ
・
思
え
」
は×

。 

 

※
「
よ
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

 
 



四 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
同
じ
時
の
同
じ
動
作
を
表
す
語
を
、
文
中
か
ら
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

４
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

  

［
傍
線
部
］ 
ま
か
で 

  

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
４
出
づ
る 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
４
点
】
出
づ
る 

→
 

堀
河
帝
を
偲
び
申
し
上
げ
な
い
よ
う
な
人
は
、 

 

※
「
出
づ
る
」
以
外
は×

。「
い
づ
る
・
出
る
」
等
は×

。 

          
 



問
五
（
１
） 

和
歌
①
に
つ
い
て
、「
雲
の
上
」
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
現
代
語
訳
し
な

さ
い
。 

  

基
準 
配
点 

６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
該
当
歌
］ 

 

Ａ
１
そ
の
か
み
の
乙
女
の
姿
思
ひ
出
で
て
Ｂ
１
い
と
ど
恋
ひ
し
き
Ｃ
４
雲
の
上
か
な 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
か
つ
て
の
五
節
の
舞
の
舞
姫
の
姿
を
思
い
出
し
て
、
Ｂ
１
ま
す
ま
す
恋
し
く
思
わ
れ
る
の
は
、
Ｃ
４

堀
河
帝
御
存
命
の
折
の
宮
中
で
あ
る
な
あ
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
そ
の
か
み
の
乙
女
の
姿
思
ひ
出
で
て 

→
 

か
つ
て
の
五
節
の
舞
の
舞
姫
の
姿
を
思
い
出
し
て
、 

 

※
「
か
つ
て
」
は
「
以
前
・
昔
・
当
時
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
、
誤
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 
 

「
か
つ
て
」
に
係
る
「
堀
河
帝
御
存
命
の
」
と
い
う
説
明
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
五
節
の
舞
の
舞
姫
」
は
「
五
節
の
舞
姫
・
舞
姫
・
豊
明
節
会
の
舞
姫
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

こ
れ
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
、「
乙
女
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

※
「
姿
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
思
い
出
し
て
」
は
「
思
い
出
す
に
つ
け
て
も
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 
 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
い
と
ど
恋
ひ
し
き 

→
 

ま
す
ま
す
恋
し
く
思
わ
れ
る
の
は
、 

 

※
「
ま
す
ま
す
」
は
「
い
よ
い
よ
・
一
層
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 

 
 

右
の
意
が
な
く
「
た
い
そ
う
・
非
常
に
」
等
が
あ
る
場
合
は×

。
右
の
意
が
あ
れ
ば
「
た
い
そ
う
・
非
常
に
」
等
が
あ
っ

て
も
よ
い
。 

 

※
「
恋
し
く
思
わ
れ
る
の
は
」
は
「
恋
し
い
の
は
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
ま
す
ま
す
恋
し
く
堀
河
帝
御
存
命
の
折
の
宮
中
が
思
わ
れ
る
な
あ
」
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
４
点
】
雲
の
上
か
な 

→
 

堀
河
帝
御
存
命
の
折
の
宮
中
で
あ
る
な
あ
。 

 

※
「
堀
河
帝
」
は
「
帝
」
等
で
も
よ
い
。「
御
存
命
の
折
の
・
堀
河
帝
の
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

 

※
「
御
存
命
の
折
の
」
は
「
が
生
き
て
い
た
・
が
い
た
・
に
仕
え
て
い
た
・
に
共
に
仕
え
た
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
宮
中
」
は
「
宮
中
の
日
々
・
宮
中
の
生
活
・
皇
居
・
御
所
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

「
宮
中
」
の
意
が
な
く
、「
堀
河
帝
の
こ
と
（
頃
・
時
）」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
２
点
。 

 

※
「
な
あ
」（
詠
嘆
）
は
「
こ
と
よ
・
よ
・
ね
え
・
ね
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
、
誤
っ
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ

ス
１
点
。 

 

※
「
ま
す
ま
す
恋
し
く
堀
河
帝
御
存
命
の
折
の
宮
中
が
思
わ
れ
る
な
あ
」
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
。 

  
 



問
五
（
２
） 

作
者
は
、
和
歌
①
を
受
け
取
っ
た
こ
と
で
、
傍
線
部
に
対
す
る
答
え
を
得
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
、
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

配
点 
６
点 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
（
Ａ
は
条
件
あ
り
） 

 

字
数 

５
０
字
。 

 
 

 

［
該
当
歌
］ 

そ
の
か
み
の
乙
女
の
姿
思
ひ
出
で
て
い
と
ど
恋
ひ
し
き
雲
の
上
か
な 

 

［
傍
線
部
］ 

こ
と
人
、
何
ご
と
か
。 

 
 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
３
堀
河
帝
に
親
し
く
仕
え
た
女
房
は
、
自
分
と
同
様
に
、
Ｂ
３
堀
河
帝
の
御
存
命
の
時
分
を
忘
れ
ず

に
慕
わ
し
く
思
っ
て
い
る
。（
四
六
字
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

要
素
Ａ
【
３
点
】
堀
河
帝
に
親
し
く
仕
え
た
女
房
は
、
自
分
と
同
様
に
、 

 

※
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
堀
河
帝
と
親
し
く
し
た
人
は
・
帝
に
近
し
く
仕
え
た
人
は
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
自
分
と
同
様
に
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
親
し
く
・
近
し
く
」
の
意
が
な
い
「
堀
河
帝
（
帝
）
に
仕
え
た
人
は
」
等
は
【
２
点
】。 

 

※
右
の
意
が
な
く
、「
大
和
殿
は
・
和
歌
の
詠
み
手
は
」
の
よ
う
な
限
定
し
た
表
現
の
み
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
堀
河
帝
の
御
存
命
の
時
分
を
忘
れ
ず
に
慕
わ
し
く
思
っ
て
い
る
。 

 

※
「
堀
河
帝
（
帝
）
を
慕
っ
て
い
る
（
懐
か
し
ん
で
い
る
・
恋
し
が
っ
て
い
る
）」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
堀
河
帝
（
帝
）
を
」
は
「
堀
河
帝
（
帝
）
の
御
代
を
・
堀
河
帝
（
帝
）
存
命
中
の
宮
中
を
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
明
ら
か
で
な
く
、「
慕
わ
し
く
思
っ
て
い
る
」
等
の
表
現
の
み
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】。 

 

※
「
慕
っ
て
い
る
」
は
「
懐
か
し
ん
で
い
る
・
恋
し
が
っ
て
い
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
、「
忘
れ
ら
れ
な
い
・
忘
れ
ず
に
い
る
」
等
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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